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ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
効
果
は
？

スポーツツーリ
ズムの

現状と課題

宿
泊
も
多
く
、
地
域
経
済
へ
の

影
響
は
極
め
て
大
き
い

答

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化

の
切
り
札
に
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
現
状
と
そ
の
効
果

は
。

問　

　
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ス

ポ
ー
ツ
」
の
強
化
、
推
進

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」
の

創
出
に
向
け
て
の
市
の
考

え
方
と
方
向
性
は
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
専
門
的
に
担
当
す

る
組
織
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
。

問　問　

問　

商
工
観
光
部
長

商
工
観
光
部
長

商
工
観
光
部
長

答答

答

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

新
た
に
箱
物
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
か

ら
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
高
島
市

の
地
の
利
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
が
大
切
と
考
え
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
観
光
と
し
て
の
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
強
み
と

し
て
、さ
ら
に
営
業
を
強
化
し
、

自
然
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん

な
ま
ち
と
し
て
売
り
出
し
て
い

き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
織
や

業
務
な
ど
の
集
約
化
に
向
け
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
状
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
課
題
は
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
に
対
す
る
市
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
推
進
す
る
た
め
の

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
の
設
立
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

問　

問　

問　

商
工
観
光
部
長

答
　

市
内
で
は
、
各
種
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
合
宿

な
ど
、
市
が
主
催
・
共
催
す
る

事
業
や
民
間
主
催
の
事
業
が
数

多
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊

も
多
い
こ
と
か
ら
地
域
経
済
へ

の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
と
考

え
ま
す
。

商
工
観
光
部
長

答
　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
を
担
う
組

織
と
し
て
、
企
画
や
誘
致
、
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
行
う
観
光
機
能
と
地

域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
機
能
な
ど
を

集
約
し
た
組
織
で
あ
り
、
大
変

重
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

皆様の声を 高島市政に

精神的、経済的負担をかけている現況を
　　どう考えるか？

民生委員児童
委員の活動支

援と負担軽減

活動費は十分ではない、今後、前向きに検討したい
答

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地

域
住
民
と
行
政
の
架
け
橋
と
な

る
存
在
で
あ
る
。
国
の
調
査
で

は
、
２
日
に
１
度
の
活
動
頻
度

で
報
酬
は
な
く
、
責
任
の
重
さ

や
負
担
感
か
ら
引
き
受
け
手
が

減
っ
て
い
る
。
現
在
、
高
島
市

で
は
２
名
が
欠
員
で
あ
り
、
来

年
の
改
選
に
向
け
て
、
活
動
の

支
援
や
負
担
の
軽
減
が
課
題
で

あ
る
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

答
　

高
齢
化
が
進
み
、
見
守
り
が

必
要
な
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の

方
々
、
子
育
て
支
援
や
虐
待
の

ほ
か
生
活
困
窮
な
ど
多
様
で
あ

る
こ
と
で
す
。
ま
た
年
々
活
動

は
増
加
し
て
い
る
の
で
、
ご
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。 　

市
は
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
負
担
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。

問　

　

当
て
職
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
の
動
員
は
慎
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
現
況
は
ど

う
か
。

　

課
題
を
出
来
る
だ
け
早

く
解
決
す
る
こ
と
で
、
精

神
的
負
担
が
減
少
さ
れ

る
。
庁
内
11
課
に
わ
た
り

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
と
り
効

果
を
上
げ
て
い
る
大
分
市

の
事
例
が
あ
る
。
先
進
地

の
状
況
を
学
ぶ
べ
き
で

は
。

問　

問　

　
　

健
康
福
祉
部
長

答
　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
の
手
引
き
に
沿
っ
て
、
福

祉
の
実
践
者
と
協
働
し
て
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
は
過
大
な
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
た
中

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

答
　

市
で
は
、
各
種
新
制
度
導
入

の
際
、
市
の
担
当
職
員
と
の
接

点
が
あ
り
ま
す
。
大
分
市
の
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
と

こ
ろ
も
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
廃
食
油
運
搬
委
託
事
業
と
廃

食
油
処
理
委
託
事
業

●
中
学
校
の
部
活
動
と
バ
ス
運

行

そ
の
他
の
質
問

山内　陽子 議員

　

活
動
費
は
た
い
へ
ん
少

額
で
あ
り
、
精
神
的
負
担

に
加
え
、
経
済
的
な
負
担

を
す
る
こ
と
が
多
い
と
聞

く
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

ど
う
思
う
か
。

問　
　
　

健
康
福
祉
部
長

答
　

活
動
費
は
県
内
で
最
も
低
い

水
準
で
し
た
。
平
成
26
年
度
に

一
定
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
が
、
十
分
な
も
の
で
な
い
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
組
織
の
運
営
や
委
員
活
動
を

推
進
さ
せ
る
た
め
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青谷　章 議員

商
工
観
光
部
長

答
　

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

施
設
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

商
工
観
光
部
長

答
　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

か
ら
、「
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
誘
致
で
き
る
施
設
を

整
備
し
、
宿
泊
施
設
と
連
携
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
ま
す
。

に
よ
る
施
設
の
確
保
、
参
加
者

の
安
全
性
の
確
保
や
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
人
材
の

確
保
な
ど
が
大
き
な
課
題
で

す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
…

　

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
さ

せ
る
取
り
組
み
。

●
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ
…

　

競
争
を
目
的
と
せ
ず
、
自
然

の
中
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
。

用
語
解
説

市内外のランナーが参加したマラソンイベント
「ウィングス・フォー・ライフ・ワールドラン」

民生委員児童委員研修会の様子

大勢の人で賑わうスキー場


